
 

 

 

 

平成２４年１０月１６日 

                           国土政策局広域地方政策課 

 

 

平成２４年度 第２回災害対策等緊急事業推進費の執行について 

 

 

 

九州北部豪雨を含む梅雨前線による豪雨等により被害を受けた地域、強風に伴う波浪

により被害を受けた地域等において、災害対策等緊急事業推進費※を執行し、再度災害を

防止するための事業（３２件）を緊急に立ち上げ実施します。 

 

 
 
※ 災害対策等緊急事業推進費は、自然災害により被災した地域、又は重大な交通事故が発生した箇所等

において、緊急に再度災害の防止対策又は事故の再発防止対策を実施し、住民及び利用者の安全・安

心の確保を図ることを目的とした経費です。 

 

 

平成２４年度 第２回災害対策等緊急事業推進費 執行額 
 

（単位：百万円） 

災 害 対 策 （３２件） ［国費］ ４，６５８    

 

【問い合わせ先】 

 国土政策局広域地方政策課調整室 

 専門調査官 山田（内線29-915） 

    主査 岩﨑（内線29-925） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8360 

  FAX   03-5253-1572 



実 施 概 要 
 

 

○平成24年度第２回 災害対策等緊急事業推進費（主な対策の例） 

 

１． 豪雨等により被災した地域における対策 

【23件 3,449百万円（国費）】 

具体的には(1)～(23)のとおり 

   (8)河川(補助)、(15)国道（直轄） 

・ 平成24年7月の梅雨前線に伴う豪雨により、犬
いぬ

丸川
まるがわ

（大分県中津市）がはん濫し浸

水被害が発生した。また、国道9号（鳥取県鳥取市）では平成24年5月の豪雨により

道路にクラックが生じ一時通行規制の被害が発生した。 

・ このため、犬丸川においては洪水時の河川水位を低減するため固定堰を可動堰に

改良、国道9号（鳥取市）においては道路路肩が崩壊しないよう擁壁工等の対策を

緊急に実施し、再度災害を防止する。 

 

 

２． 強風に伴う波浪により被災した地域における対策 

【6件 857百万円（国費）】 

具体的には(24)～(29)のとおり 

   (24)海岸（補助）、(29)水産基盤（補助） 

・ 平成24年4月の強風に伴う越波により、石
いし

花
げ

地区
ち く

海岸
かいがん

（新潟県佐渡市）では家屋の

全壊や床上浸水等の被害が発生した。また、出雲崎
いずもざき

漁港
ぎょこう

（新潟県出雲崎町）では

平成24年2月の強風に伴う波浪により航路が漂砂により埋そくする被害が発生し

た。 

・ このため、石花地区海岸においては越波を防止する離岸堤の整備、出雲崎漁港に

おいては航路の埋そくを防ぐためのサンドポケットを緊急に整備し、再度災害を防

止する。 

 

 

３． 豪雪に伴う融雪水により被災した地域における対策 

【3件 354百万円（国費）】 

具体的には(30)～(32)のとおり 

   (30)河川（直轄）、(32)地方道 

・ 平成24年4月に発生した地すべりにより、後志
しりべし

利
とし

別
べつ

川
がわ

（北海道今金町）では河道の

埋そく被害が発生した。また、主要地方道舞鶴
まいづる

野原港
のはら こ う

高浜
たかはま

線
せん

（京都府舞鶴市）では

融雪水に伴う道路法面崩壊が発生した。 

・ このため、後志利別川においては洪水時の水位を低減するための河道掘削等の

実施、主要地方道舞鶴野原港高浜線においては道路法面が崩壊しないよう法面対

策を緊急に実施し、再度災害を防止する。 



事業名 地区名 事業費 国費

(1) 河川改修事業 筑後川水系隈上川 国土交通省 福岡県 うきは市吉井町桜井地先外 730 487

(2) 河川改修事業 六角川水系牛津川 国土交通省 佐賀県 小城市牛津町下砥川地先外 260 201

(3) 河川改修事業 菊池川水系合志川 国土交通省 熊本県 熊本市北区植木町田底地先 1,200 896

(4) 河川改修事業 山国川水系山国川 国土交通省 大分県 中津市本耶馬渓町多志田地先外 718 532

(5) 河川改修事業 岩木川水系浪岡川 青森県 青森県
北津軽郡板柳町大字滝井～青森市浪岡大字
下十川

80 40

(6) 河川改修事業 市川水系振古川 兵庫県 兵庫県 神崎郡市川町谷地先 130 65

(7) 河川改修事業 日方川水系日方川 和歌山県 和歌山県 海南市日方地内 160 80

(8) 河川改修事業 犬丸川水系犬丸川 大分県 大分県 中津市森山地先 560 280

(9) 河川改修事業 山国川水系跡田川 大分県 大分県 中津市耶馬溪町跡田 100 50

(10) 河川改修事業 市木川水系市木川 宮崎県 宮崎県 串間市大字市木 380 190

(11) 道路維持管理事業 一般国道１２７号富津市金谷地区 国土交通省 千葉県 富津市金谷地先 22 22

(12) 道路維持管理事業
一般国道２４６号足柄上郡松田町松
田惣領

国土交通省 神奈川県 足柄上郡松田町松田惣領地先 24 24

(13) 道路維持管理事業 一般国道９号福知山市夜久野町 国土交通省 京都府 福知山市夜久野町井田地先 65 65

(14) 道路維持管理事業
一般国道４２号新宮市～東牟婁郡那
智勝浦町

国土交通省 和歌山県
新宮市佐野地先～東牟婁郡那智勝浦町浜の
宮地先

73 73

(15) 道路維持管理事業 一般国道９号鳥取市福部町海士 国土交通省 鳥取県 鳥取市福部町海士地先 120 120

(16) 道路維持管理事業 一般国道２２０号垂水市牛根境 国土交通省 鹿児島県 垂水市牛根境 58 58

(17) 道路更新防災等対策事業 町道青梅桧山線 茂木町 栃木県  芳賀郡茂木町大字桧山地先 40 20

(18) 道路更新防災等対策事業
一般県道塩山停車場大菩薩嶺線甲州

山梨県 山梨県 甲州市塩山上萩原地先 120 60

平成２４年度 第２回 災害対策等緊急事業推進費 執行地区一覧表

種　別
事業主体名 施行地

執行額

［金額単位：百万円］

河川（直轄）

国道（直轄）

河川（補助）

地方道

１．豪雨等に伴う災害

(18) 道路更新防災等対策事業
市塩山上萩原地区

山梨県 山梨県 甲州市塩山上萩原地先 120 60

(19) 道路更新防災等対策事業
一般県道平林青柳線富士川町平林地
内

山梨県 山梨県 南巨摩郡富士川町平林地内 160 80

(20) 道路更新防災等対策事業 市道戸塚橋通り線掛川市下西郷地区 掛川市 静岡県 掛川市下西郷24番地先 30 15

(21) 道路更新防災等対策事業 町道長嶋１号線、糠 南越前町 福井県 南条郡南越前町糠地先 10 5

(22) 道路更新防災等対策事業
主要地方道枚方亀岡線亀岡市古世町
地内

京都府 京都府 亀岡市古世町地内 139 70

(23) 道路更新防災等対策事業 その他市道　立割１号線 阿波市 徳島県 阿波市阿波町亀底187番地1 32 16

計 23件 5,211 3,449

(24) 海岸保全施設整備事業 石花地区海岸 新潟県 新潟県 佐渡市石花 430 237

(25) 海岸保全施設整備事業 北川内地区海岸 新潟県 新潟県 佐渡市北川内 410 226

(26) 海岸保全施設整備事業 小川地区海岸 新潟県 新潟県 佐渡市小川 120 66

(27) 海岸保全施設整備事業 柴町地区海岸 新潟県 新潟県 佐渡市相川栄町 250 138

(28) 道路維持管理事業
一般国道４２号東牟婁郡串本町～西
牟婁郡すさみ町

国土交通省 和歌山県
東牟婁郡串本町西向地先～西牟婁郡すさみ
町口和深地先

160 160

(29) 水産基盤整備事業 出雲崎漁港 新潟県 新潟県   三島郡出雲崎町尼瀬地先 60 30

計 6件 1,430 857

(30) 河川改修事業 後志利別川水系後志利別川  国土交通省 北海道 瀬棚郡今金町字住吉地先 160 128

(31) 道路維持管理事業 一般国道４５２号三笠市三笠地区 国土交通省 北海道 三笠市三笠国有林１７９林班 190 190

(32) 道路更新防災等対策事業
主要地方道舞鶴野原港高浜線舞鶴市
字大波下地内

京都府 京都府 舞鶴市字大波下地内 72 36

計 3件 422 354

総　　計 32件 7,063 4,658

海岸（補助）

３．豪雪に伴う融雪水による災害

河川（直轄）

２．強風に伴う波浪による災害

国道（直轄）

地方道

国道（直轄）

水産基盤（補助）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（１） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（筑後川水系隈上川）
チクゴガワスイケイクマノウエガワ

平成24年7月14日の梅雨前線に伴う豪雨により、隈上川がはん濫し浸水

被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用

して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより 洪水時の河川水位を

福岡県うきは市吉井町桜井地先外

７３０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４８７

シ ヨシイマチ サクライチサキホカ

事業箇所

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施工）

緑 災害復旧（申請中）
隈上川

位 置 図

して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより、洪水時の河川水位を

低減し、住民の安全を確保する。

内 容

事業箇所

【横断図（１ｋ２００）】
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国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（２） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（六角川水系牛津川）

ロッカクガワスイケイウシヅガワ

平成24年7月13日の梅雨前線に伴う豪雨により、牛津川の水位が上昇し

内水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を

活用して緊急に河道掘削を実施することにより 洪水時の河川水位を低

佐賀県小城市牛津町下砥川地先外

２６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２０１

オ ギ シ ウシヅチョウ シモトガワ チサキホカ

活用して緊急に河道掘削を実施することにより、洪水時の河川水位を低

減し、住民の安全を確保する。

内 容

掘削実施箇所
V＝５０千m3V ５０千m3
（L=3,200m）

4ｋ000

7ｋ200

牛津川

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施工）

浸水区域

【掘削箇所（平面図）】
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国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（３） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（菊池川水系合志川）
キクチガワスイケイコウシガワ

平成24年7月12日の梅雨前線に伴う豪雨により、合志川がはん濫し浸水

被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用

熊本県熊本市北区植木町田底地先

１，２００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）８９６

クマモトシ キタク ウエキマチ タソコ チサキ

37

38

39

40

41

T
P
.m
)
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して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより、洪水時の河川水位を

低減し、住民の安全を確保する。

内 容
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国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（４） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（山国川水系山国川）
ヤマクニガワスイケイヤマクニガワ

平成24年7月3日の梅雨前線に伴う豪雨により、山国川がはん濫し浸水

被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用

して緊急に築堤工等の対策を講じることにより 住民の安全を確保する

大分県中津市本耶馬渓町多志田地先外

７１８

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５３２

ナカツ シ ホンヤバケイマチ タ シ ダ チサキホカ

して緊急に築堤工等の対策を講じることにより、住民の安全を確保する。内 容

②②

事業箇所
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：越水箇所

21k

▽H24.7.3被災水位
30m

25

標
高
(T.Pm)

m 距離(m)

24k

25k 26k

27k

0m 50m 100m

20m

25m

距離(m)

４

①中津市本耶馬渓町多志田（蕨野）地区
国道212号七仙橋上流右岸の越水状況

②中津市本耶馬渓町多志田（蕨野）地区
国道212号七仙橋上流右岸の浸水状況



青森県

事 業 名

事 業 主 体

（５） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（岩木川水系浪岡川）

イワキガワスイケイナミオカガワ

平成24年7月16日の梅雨前線に伴う豪雨により、浪岡川がはん濫し浸水

被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用

して緊急に河道掘削を実施することにより 洪水時の河川水位を低減し

青森県北津軽郡板柳町大字滝井～青森市浪岡大字下十川

８０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４０

キタツガルグンイタヤナギマチオオアザタキイ アオモリシ ナミオカオオアザシモトガワ

して緊急に河道掘削を実施することにより、洪水時の河川水位を低減し、

住民の安全を確保する。

内 容

施行地
青森市浪岡 凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）赤 推進費要求箇所（当年度施行）

国立青森病院 ●

県立浪岡養護学校 ●

推進費延長 Ｌ＝4,200m

河道掘削 Ｖ＝28,800㎥
ＪＲ浪岡駅 ●

りんご畑冠水
Ａ＝約10ha

県立浪岡養護学校 ●

福館大橋

大沼橋

銀橋

松枝橋

Ａ

青森市

藤崎町

浪

●女鹿沢小学校
板柳町 青森市床上6戸、床下6戸

富柳橋

道路冠水

浸水範囲

Ａ床下3戸

①松枝橋の水位状況 ②銀橋下流 浸水状況

③農地冠水状況 （りんご畑7月
17日）

①松枝橋の水位状況

浪岡川

②銀橋下流 浸水状況

④藤崎町富柳 床上浸水痕跡

m

５

標準横断図（Ａ－Ａ）

被災水位

対策後水位
1.5m 1.5m

m

m



兵庫県

事 業 名

事 業 主 体

（６） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（市川水系振古川）

イチカワスイケイフリコガワ

平成24年6月19日の台風4号に伴う豪雨により、振古川がはん濫し浸水

被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用

して緊急に護岸工等の対策を講じることにより 住民の安全を確保する

兵庫県神崎郡市川町谷地先

１３０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）６５

カンザキグンイチカワチョウタニチサキ

して緊急に護岸工等の対策を講じることにより、住民の安全を確保する。内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

兵庫県神崎郡市川町
市川水系振古川

浸水面積約0.4ha、床下浸水５戸

推進費要求箇所
L=440m

（二）市川

凡例
：浸水区域

①
②

固定堰（撤去）

杉谷橋（架替）

固定堰によるせき上げの状況

※HWL：計画高水位（計
画高水流量が計画断面

支間長　12540

桁長　13040

橋長　13100

As

H.W.L  99.85

A1
A2

100.45

（
1:0.5）

（
1:
0.
5）

98 35

：浸水家屋

杉谷橋断面図

杉谷橋（架替）

As
As

1
：
0
.
51

：
0
.
5

▽H.W.L. 101.19

▽101.79 ▽101.79

7507503600

500

9300

500

3000

89009500

A A’断面図

00

杉谷橋

17
00

15
00

画高水流量が計画断面
を流下するときの水位）

）

（98.35 ▽99.69

35
0

溢水

６

①溢水状況

溢水

②浸水状況



和歌山県

事 業 名

事 業 主 体

（７） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（日方川水系日方川）
ヒカタガワスイケイヒカタガワ

平成24年6月21日から22日の梅雨前線に伴う豪雨により、日方川がは

ん濫し浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推

進費を活用して緊急に護岸工等の対策を講じることにより 住民の安全

和歌山県海南市日方地内

１６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）８０

カイナンシ ヒカタ チナイ

進費を活用して緊急に護岸工等の対策を講じることにより、住民の安全

を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）
日方川

床下浸水

日方川

護岸工

L=140m

市道冠水

浸水範囲

神田橋

護岸工、河道掘削工

井松原橋

東橋

Ａ

Ａ‘①②

L=180m
浸水面積 1.6ha
市道冠水 700m

断面図

河道掘削工

護岸工

ＡＡ‘ W=13.0m

H.W.L

H=2.8m

H=8.5m
※HWL：計画高水位（計 護岸工

W=9.1m

被災状況写真

①

被災状況写真

②

※HWL：計画高水位（計
画高水流量が計画断面
を流下するときの水位）

７

被災状況写真

浸水状況

被災状況写真

被害状況



大分県

事 業 名

事 業 主 体

（８） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（犬丸川水系犬丸川）
イヌマルガワスイケイイヌマルガワ

平成24年7月3日及び14日の梅雨前線に伴う豪雨により、犬丸川がはん

濫し浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進

費を活用して緊急に固定堰を可動堰に改良※することにより 洪水時の

大分県中津市森山地先

５６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２８０

ナカツシ モリヤマチサキ

費を活用して緊急に固定堰を可動堰に改良※することにより、洪水時の

河川水位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

大分県中津市
犬丸川水系犬丸川

犬丸川

大 分 県

中津市

大分県中津市
犬丸川水系犬丸川

H24.7.3   浸水面積7.5ha 床下浸水6戸
H24.7.14 浸水面積7.0ha 床下浸水6戸

推進費要求箇所 L=165m  可動堰Ｎ＝２基
L=92mL=73m

犬丸川

※固定堰を可動堰に改良す
ることにより 洪水時に堰の

1

森井山井堰

越流

越流
西秣井堰

2

にしまぐさい せき

もり い やま いせき

ることにより、洪水時に堰の
操作による流下能力の増大
が可能。

JR羽越本線

凡例
：浸水区域
：浸水家屋

Ａ Ａ’ 断面図

西秣井堰

８．２０m３０．６０m５．００m

B B’ 断面図
８．２０m３０．６０m５．００m

起伏ゲート

(ネック構造物）

出水状況
固定堰によるせき上
げ越水

森井山井堰

①固定堰 ②はん濫状況

８

H24.7.3撮影



大分県

事 業 名

事 業 主 体

（９） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（山国川水系跡田川）

ヤマクニガワスイケイアトダガワ

平成24年7月3日及び14日の梅雨前線に伴う豪雨により、跡田川がはん

濫し浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進

費を活用して緊急に特殊堤（胸壁工※）を整備することにより 住民の安

大分県中津市耶馬溪町跡田

１００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５０

ナカツシ ヤバケイマチ アトダ

費を活用して緊急に特殊堤（胸壁工※）を整備することにより、住民の安

全を確保する。

内 容

跡田川

山国川

大 分 県

中津市

大分県中津市
山国川水系跡
田川

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

H24.7.3    浸水面積4.2ha 床下浸水6戸
H24.7.14  浸水面積4.1ha  床下浸水6戸
国道500号及び国道212号冠水通行止め
（7月３日9:30全面通行止め～15:00解除）
（7月13日13:40全面通行止め～14:20解除）

1
推進費要求箇所L=400m

山国川直轄施工区間

特殊堤(胸壁工) L=150m

２

３

凡例
：浸水区域

４

耶馬橋

直轄施工済区間

※胸壁工：河川護岸の
上部に越水を防ぐため
に構築するコンクリート
壁（用地が限られる場
合の堤防の嵩上げに有
効）

：浸水区域
：浸水家屋越水

A A’断面図
特殊堤（胸壁工）

被災水位＝ 58.3m

500mm

10
00

m
m

計画高水位

特殊堤（胸壁工）

固定堰

出水状況
①全景（下流方向より） H24.7.3撮影

・・・・推進費要求箇所
・・・・国施工済区間

出水状況

はん濫状況

H24.7.3撮影

H24.7.14撮影

②

③

④

９

耶馬溪橋(仮橋）

・・・・国施工済区間

H24.7.3撮影

④



宮崎県

事 業 名

事 業 主 体

（10） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（市木川水系市木川）

イチキガワスイケイイチキガワ

平成24年6月27日の梅雨前線に伴う豪雨により、市木川がはん濫し浸水

被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用

し 緊急に河道の掘削や固定堰を可動堰に改良※する とにより 洪水

宮崎県串間市大字市木

３８０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１９０

クシマシ オオアザイチキ

して緊急に河道の掘削や固定堰を可動堰に改良※することにより、洪水

時の河川水位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

浸水面積27ha 床上浸水1戸 床下浸水12戸
宮崎県串間市
市木川水系市木川

浸水面積27ha、床上浸水1戸、床下浸水12戸
県道市木串間線、市木南郷線冠水
市道八ヶ谷平田線ほか冠水

浜山堰
推進費要求箇所L=800m

海北川
L=400m

中福良橋

市木川凡例

：浸水区域

：浸水家屋

①

A
A’

石原川

市木川

浜山堰
L=400m

② 河道掘削標準断面図（A‐A’断面）

※固定堰を可動堰に改良することにより、洪水
時に堰の操作による流下能力の増大が可能。

中福良橋浜山堰
市木川

① 市木川はん濫状況

被災状況写真

② 集落内浸水状況

掘削工

１０

市道 八ヶ谷平田線

市木串間線から中福良橋方向

被災状況 真

県道 市木南郷線

市木南郷線古都橋右岸側



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（11） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道127号富津市金谷地区道路災害防除）

フッツシ カナヤ

平成24年5月24日に国道127号において法面が崩壊し、一時通行規制の

被害が発生した。今後の豪雨により、再度の法面崩壊が発生しないよう、

推進費を活用して緊急に吹付法枠工等の法面対策を講じることにより

千葉県富津市金谷地先

２２

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２２

フッツシ カナヤ チサキ

推進費を活用して緊急に吹付法枠工等の法面対策を講じることにより、

交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

至

平 面 図

吹付法枠工５２６m 枠内吹付工４６０m2 仮設工１式

事業計画区間Ｌ＝５２ｍ

要求箇所

至
）
木
更
津

至
）
館
山

ａ

ａ

ａ－ａ断面図（本復旧）

Ｌ＝2.5～4.0ｍ

H=29m

本復旧イメージ（吹付法枠工）

被災状況写真

①

被災状況写真

②

１１

被災状況写真

H24.５.2４（法面崩壊発生状況）

被災状況写真

H24.５.2８（応急復旧後）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（12） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道246号足柄上郡松田町松田惣領道路災害防除）

アシガラカミグンマツダマチマツダソウリョウ

平成24年6月19日の台風4号に伴う豪雨により、国道246号において法面

が崩壊し、一時通行規制の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の

法面崩壊が発生しないよう 推進費を活用して緊急に擁壁工を設置し

神奈川県足柄上郡松田町松田惣領地先

２４

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２４

アシガラカミグン マツダマチマツダ ソウリョウチサキ

法面崩壊が発生しないよう、推進費を活用して緊急に擁壁工を設置し、

交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図

要求箇所

位置図

平 面 図
用地収得予定箇所（約200㎡）

重力式擁壁L=40m H=3.0m

位置図

A

至
）
静
岡

至
）
東
京

土砂流出箇所

写真撮影①

A’

事業計画区間Ｌ＝４０ｍ

土工８００m3
重力式擁壁工Ｈ＝３．０ｍ：Ｌ＝４０ｍ
測量設計 用地収得（約200㎡）

断 面 図（ A-A’）

土砂流出抑止のた
め擁壁を設置し土
砂だまりを確保

被災状況写真

写真撮影①

被災状況写真

写真撮影②

測 設 用 得（約 ）

土工（掘削・不陸整正）

１２

被災状況写真

H24.6.19（法面崩壊発生状況）

被災状況写真

H24.6.20（応急復旧後）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（13） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道9号福知山市夜久野町道路災害防除）

フクチヤマシヤクノチョウ

平成24年6月19日の台風4号に伴う豪雨により、国道9号において法面が

崩壊し、一時通行規制の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の法

面崩壊が発生しないよう 推進費を活用して緊急にアンカ 工
※
等の法

京都府福知山市夜久野町井田地先

６５

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）６５

フクチヤマシ ヤクノチョウ イダ チサキ

面崩壊が発生しないよう、推進費を活用して緊急にアンカー工 等の法

面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）位置図

（※アンカー工：引っ張り材を岩盤に固定し、緊張力により斜面の安定性を高める工法）

災害復旧（当年度施行）位置図

要求箇所

至 豊岡

至 福知山

写真①

写真②

覆
式
落
石
防
止
網
工

Ｓ
Ｌ
＝
5.
58
ｍ

断面図Ａ－Ａ′

▼推進費要求箇所
吹付法枠工 A=529㎡
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工 L=443ｍ
落石防護網工 A=128㎡

写真①

4000

覆 Ｓ
Ｌ

GH=80.29

FH=79.493

No.21

4000

3000

吹
付
法
枠
□
40
0-
30
00
×
30
00
　
Ｓ
Ｌ
＝
12
.6
0ｍ

枠
内
モ
ル
タ
ル
吹
付
　
ｔ
＝
8ｃ
ｍ

4500

5500

3000

3000

写真①

写真②

3000

グラウンドアンカー工　2-φ12.7

　＠3.0ｍ　削孔径φ90

１３



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（14） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道42号新宮市～東牟婁郡那智勝浦町道路災害防除）

シングウシ ヒガシムログンナチカツウラチョウ

平成24年6月19日の台風4号に伴う豪雨により、国道42号において法面

が崩壊し、一時通行規制の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の

法面崩壊が発生しないよう 推進費を活用して緊急に法枠工等の法面

和歌山県新宮市佐野地先～東牟婁郡那智勝浦町浜の宮地先

７３

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）７３

シングウシ サノ チサキ ヒガシムログン ナチカツウラチョウ ハマノミヤ チサキ

法面崩壊が発生しないよう、推進費を活用して緊急に法枠工等の法面

対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

Ａ′ ②

和歌山市

和歌山県

奈良県

三重県

位置図

新宮地区

至

三
重
県

至

和
歌
山

市

国道42号

①

③

Ａ

Ａ′

断面図Ａ－Ａ′那智勝浦地区

②要求箇所
那智勝浦地区

至
和
歌
山

水抜工2列2段4本
Ｂ′

②

③ ④
④

落石防止柵工

断面図Ｂ－Ｂ′

水抜工

被災状況

至

三
重
県

山
市

①
Ｂ

④

至

和

②
①

③新宮地区

被災状況

被災状況

応急復旧状況

至

三

至

和
歌
山

至

三
重
県

歌
山
市

国道42号

①

①

Ｃ′

断面図Ｃ－Ｃ′

④ 0.5m

被災状況

１４

三
重
県

山
市 ②

Ｃ ④
④

③

4m
6m

0.5m

応急復旧状況



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（15） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道9号鳥取市福部町海士道路災害防除）

トットリシ フクベチョウアモウ

平成24年5月4日の豪雨により、国道9号において道路にクラックが生じ、

一時通行規制の被害が発生した。今後の豪雨によりクラックが拡大し道

路路肩崩壊が発生しないよう 推進費を活用して緊急に擁壁工等の対

鳥取県鳥取市福部町海士地先

１２０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１２０

トットリシ フクベチョウ アモウチサキ

路路肩崩壊が発生しないよう、推進費を活用して緊急に擁壁工等の対

策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

要求箇所

至京都 凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

至倉吉

平面図
構造物撤去工 Ｌ＝６６ｍ
仮設工 Ｌ＝６６ｍ
土工 Ｖ＝１，０５０ｍ3

擁壁工 Ｌ＝６６ｍ
防護柵工 Ｌ＝６６ｍ
舗装工 Ａ＝４２０ｍ２

②
Ａ

至京都国道9号
線

②

①

至倉吉
Ａ

断面図（Ａ－Ａ断面)

H=6.6m
W=1.6m

擁壁工

クラック

写真①：クラック部仮補修の状況
写真②:土のう仮押さえの状況

１５



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（16） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道220号垂水市牛根境道路災害防除）

タルミズシウシネサカイ

平成24年6月21日の豪雨により、国道220号において法面が崩壊、土砂が

土砂吐機能を兼ねた水路に詰まったため道路上に流出し、一時通行規制

の被害が発生した 今後の豪雨により 再度の水路の目詰まりが発生しな

鹿児島県垂水市牛根境

５８

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５８

タルミズシ ウシネサカイ

の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の水路の目詰まりが発生しな

いよう、推進費を活用して緊急に水路改修工等の対策を講じることにより、

交通の安全を確保する。

内 容

位置図

至 鹿屋市

②

平面図
A

B

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

要求箇所

①

航空写真 至 霧島市

①

②B

断面図(A-A’)

落石防護柵工
（H=2.0m）

断面図(B-B’)

落石防護柵工

H=２．０ｍ

①

②

A’B’

水路改修工（車道部）
（L=18.0m）

H=２．４ｍ

被災状況写真① 被災状況写真②

１６

水路ボックス出口付近(海側)の状況



茂木町

事 業 名

事 業 主 体

（17） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（町道青梅桧山線）
オウメヒヤマセン

平成24年5月3日の豪雨に伴う地すべりにより、一時通行規制の被害が
発生した。今後の豪雨により更に地すべりが進行しないよう、推進費を
活用して緊急にアンカ 工※等の地すべり対策を講じることにより 交通

栃木県芳賀郡茂木町大字桧山地先

４０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）２０

ハガグン モテギマチ オオアザ ヒヤマ チサキ

活用して緊急にアンカー工※等の地すべり対策を講じることにより、交通
の安全を確保する。

内 容

要求箇所

Ａ－Ａ´断面図

（※アンカー工：引っ張り材を岩盤に固定し、緊張力により斜面の安定性を高める工法）

凡 例

赤
推進費要求箇所
（当年度施行）

要求箇所

DL=110.0m

sw-SS

w-SS

アンカー工

コンクリート吹付工

受圧版工

赤
（当年度施行）

4
0

O
.
2

1
0
.
5
0

1
1
.
5
0

O
.
3

.
7
0

4
0

101.86

上鮎田支114
桧山60

上鮎田支115
桧山29

100.90

ビニールハウス
98.30

上鮎田支116
桧山30

98.13

98.59

100.10

101.76

T.1

KBM.1
H=100.000

KBM.2
H=102.472

As

As

As

T.
1

平面図

至

主水

A
①

コンクリート吹付工（法枠枠内，ｔ＝20cm） A＝150m2
アンカー工（削孔径φ90mm，SFL－2） ΣL＝598m
受圧板工（RC製，RCクロアブロック） N＝39基
仮設工 １式

平面図N
O
.
0 N
O
.
1

+
3
.
6
0

+
1
4
. N
O

+
1 + N
O

+
0

+
1
0
.
4

+
1
5
.
4
0

N
O
.
4

+
2
.
6
0

98.66

02.86

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

102.25

114.76

107.83

110.21

103.97

108.42

117.36

117.13

107.54

111.51

110.92

107.58

115.98

114.94

111.87

110.13

105.45

119.40

115.42

111.40
111.68

110.72

As

As

As

105

105

110

110

115

115

120

115

ボーリング
NO.1 H=105.18

ボーリング
NO.2 H=116.30

主
要
地
方
道

水
戸
茂
木
線

事業計画区間 L=34ｍ

A´

②

至

県
道

下
伊
勢
畑
増
井
線

写真①被災箇所全景

116.04
116.10

114.85

118 11

119.69

120

120

１７

写真②末端部押し出しによる擁壁天端の変状



山梨県

事 業 名

事 業 主 体

（18） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（一般県道塩山停車場大菩薩嶺線甲州市塩山上萩原地区
道路災害防除）

エンザンテイシャジョウダイボサツレイセン コウシュウシエンザンカミハギハラ

平成24年5月2日の豪雨により、道路法面が崩壊し、一時通行規制の被
害が発生した。今後の豪雨により、再度の法面崩壊が発生しないよう、
推進費を活用し 緊急に法枠 等の法面対策を講じる とにより 交通

山梨県甲州市塩山上萩原地先

１２０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）６０

コウシュウシエンザンカミハギハラチサキ

推進費を活用して緊急に法枠工等の法面対策を講じることにより、交通
の安全を確保する。

内 容

発生箇所
一般国道411号

凡 例

一般県道
塩山(停)大菩薩嶺線

凡 例

赤
推進費要求箇所
（当年度施行）

断面図１

落石防止網工

法
枠
工

H
=1

2.
5m

断面図２

落石防止網工

法
枠
工

H
=1

3.
0m

○浮石（岩が風化により、
もろく崩れやすい状態）鉄筋挿入工 L=3.0m 鉄筋挿入工 L=3.0m

１８

被災状況写真① 被災状況写真②



山梨県

事 業 名

事 業 主 体

（19） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般県道平林青柳線富士川町平林地内道路災害防除）

ヒラバヤシアオヤギセン フジカワチョウヒラバヤシ

県道の橋梁の橋台は、河川護岸も兼ねているが、平成24年6月19日の
台風４号に伴う豪雨により洗掘被害を受け、多数のひび割れが確認され、
時通行規制の被害が発生した 今後 橋台が洗掘被害を受けないよ

山梨県南巨摩郡富士川町平林地内

１６０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）８０

ミナミコマグン フジカワチョウ ヒラバヤシチナイ

一時通行規制の被害が発生した。今後、橋台が洗掘被害を受けないよ
う、推進費を活用し、橋台と護岸を切り離し、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

長野県

東京都

埼玉県

(一)平林青柳線

橋梁下部の石積が洗掘

甲府市

富士吉田市

事業箇所

静岡県

神奈川県

至 平林

一級河川 利根川

既設被災橋梁道路改良 L=30

②

橋梁下部の石積が洗掘

至 青柳

既設被災橋梁道路改良 L=30m
橋梁 1橋
仮橋 1橋、 取付道路 一式

①

洗掘の影響によるひび割れ

橋梁下部の石積がひび割れ

桁　長 11960

支間長 11400280 280

20

橋　長 12000 （道路中心線）

20

1
0

0
0

9
9
0

9
3
0

側　面　図

Ａ
１
橋
台

No
21
+0
.5
00
m

M
F

Ａ
２
橋
台

No
21
+1
2.
50
0m

縮尺 1:100

既設橋梁側面図 計画橋梁側面図

橋梁下部の石積がひび割れ

橋梁下部の石積が洗掘

500 1300 2700
50013003700

5500 4500

1
0
0

1
3
0
0

5
2

7
5
0

1
0
01
3
0
0

4
2
7
0

6
5
0
0

592.998 592.994

１９

被災状況写真① 被災状況写真②



掛川市

事 業 名

事 業 主 体

（20） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（市道戸塚橋通り線掛川市下西郷地区道路災害防除）

トヅカバシドオリセン カケガワシシモサイゴウ

平成24年5月28日の豪雨により、道路法面が崩壊し、一時通行規制の
被害が発生した。今後の豪雨により、再度の法面崩壊が発生しないよう、
推進費を活用して緊急にモルタル吹付工等の法面対策を講じることによ

静岡県掛川市下西郷24番地先

３０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）１５

カケガワシシモサイゴウ

推進費を活用して緊急にモルタル吹付工等の法面対策を講じることによ
り、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

施行地

標準断面図用地買収
1.0ｍ
（Ａ）S=1:200

平面図

市
道
戸

地盤モルタル吹き付け工

（Ａ）

ｍ

S=1:200

モルタル吹き付け工
A=660㎡

塚
橋
通
り
線

（Ａ）
（Ａ‘）

①

②

モルタル充填

（Ａ‘）

15
.3

至
掛

既設モルタル吹き付け工 川
駅

至
掛
川
駅

２０

① 被災直後に防護柵を設置
② 法面崩壊の状況
（赤表示部分がクラック有り）



南越前町

事 業 名

事 業 主 体

（21） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（町道 長嶋1号線、糠）

ナガシマ ヌカ

平成24年4月10日に道路法面が崩壊し、現在も全面通行規制を継続し
ている。今後の豪雨により、再度の法面崩壊が発生しないよう、推進費
を活用して緊急にモルタル吹付工等の法面対策を講じることにより 交

福井県南条郡南越前町糠地先

１０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）５

ナンジョウグンミナミエチゼンチョウ ヌカ チサキ

を活用して緊急にモルタル吹付工等の法面対策を講じることにより、交
通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）
糠地区

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

（駐）

（駐）

（駐）

（Ｃｏ）

（Ｃｏ）

（Ｃｏ）

Ａ

支柱H=2.5m

落石防護網

Ｈ = 19.4 ｍ

横断図（AｰＡ’） Ａ’

被災状況写真

写真①

被災状況写真

写真②

２１

被災状況写真 被災状況写真



京都府

事 業 名

事 業 主 体

（22） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（主要地方道枚方亀岡線亀岡市古世町地内道路災害防除）

ヒラカタカメオカセンカメオカシコセチョウ

平成24年4月12日に道路法面が崩壊し、現在も通行規制を継続してい
る。今後の豪雨により、再度の法面崩壊が発生しないよう、推進費を活
用して緊急にアンカ 工※等の法面対策を講じることにより 交通の安全

京都府亀岡市古世町地内

１３９

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）７０

カメオカシ コセチョウ

用して緊急にアンカー工※等の法面対策を講じることにより、交通の安全
を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）
位置図

（※アンカー工：引っ張り材を岩盤に固定し、緊張力により斜面の安定性を高める工法）

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

200

205

205

210

215

KBM.2FT.13

FT.12

FT.11

H=182.901

地
盤
伸
縮
計

A =
7 2
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付
工
　
A =
2 1
0 0
m 2

ル撤去
工(Gr
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) 
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T.12

T.13

T.14

NO.4

FT.14

FT.10

FT.9

FT.8

P

府C

P

P

府C

175

17
5

P

C

Gr

19018
5

185

180

19
0

18
5

18
0

180

2000×
2000

年谷
川

(岩)

(岩)

(岩)

(岩)

年
谷
川

P

P

P

P

P

P

P

府C

178.87

As

As

As

175

モルタル吹付

吹付

標

府C

P

P

P

(岩)

地
盤
伸
縮
計

地
盤
伸
縮
計

1.0.6

1:0.6

1:1.2

1:0.6

1:1.2

1:0.8

1:1.0

1:1.2

1:1.2

落
石
防
護
柵
工
　
L
=
3
0
m

ア
ン
カ
ー
工
 n
= 8
0本
・
吹
付
枠
工
　
A

切
土
工
　
V =
5 0
0 0
m 3
  
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付

(7
60
80
)

P7

P6

P5

P4

P3

P2

P1

A1

P8

A2

仮
設
ガ
ー
ドレ
ー
ル
撤
去
工
(G
r-
C-
2B
) L
=4
2.5
0m

車道舗
装工撤

去復旧

仮設ガ
ードレ

ール撤
去

A=  12
2.00  m

2

6.0%

5@2000=10000

3000

7000

(2
70
00
)

(2
0)

(7
00
0)

(7
00
0)

(7
00
0)

(6
00
0)

(2
0)

(1
80
00
)

(2
0)

(9
00
0) 47

79
04
4

75
97
7

30
00

34
9
29
73
15
00

16
50
2

15
00

62
39

69
91

69
91

52
62

15
00

16
49
8

15
00

82
39

30
00

①
②

③
A

H=2m

AT.1 AT.2

AT.3

AT.4

AT.5

T.11

Gr

17
5

府C

府C

府C

P

P

P

P

P
CM

Ｔ

モルタル吹き付け

(岩)

(岩)

(岩)

(岩)
(岩)

(岩)

(岩)

17
0

170

17
5

180

175

175

(岩)

Gr

As

Gr

年
谷
川

仮
設
ガ
ー
ドレ
ー
ル
撤
去
工
(G
r-
C-
2B
) L
=5
7.4
0m

舗
装
版
撤
去
工
　A
= 
32
3.6
0 
m2

3@2000=6000

3000

3000

(4
00
0)

(2
0)

(1
80
00
)

20

至亀岡市街

①崩壊地状況（正面より撮影）

２２

②崩壊地状況（崩壊直後、西側より撮影） ③崩壊地状況（崩壊直後、東側より撮影）



阿波市

事 業 名

事 業 主 体

（23） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（その他市道 立割１号線）

タテワリ

平成24年4月24日に道路法面が崩壊し、現在も全面通行規制を継続し
ている。今後の豪雨により、再度の法面崩壊が発生しないよう、推進費
を活用して緊急にアンカ 工※等の法面対策を講じることにより 交通の

徳島県阿波市阿波町亀底１８７番地１

３２

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）１６

ア ワ シ ア ワ チョウ カメソコ バンチ

を活用して緊急にアンカー工※等の法面対策を講じることにより、交通の
安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

（※アンカー工：引っ張り材を岩盤に固定し、緊張力により斜面の安定性を高める工法）

As R

G

As R

G

至 阿波市役所①

②

被災箇所

A’
至 県道志度山川線

GGG

アンカー工
　N = 1 2本

　　アンカー付吹付法枠工
( 4 0 0 x 4 0 0 )  A = 1 0 8 m 2

アンカー工
　N = 1 2本

A1
:
0
.
5

ア
ン
カ
ー
付
吹
付
法
枠
工

　
A
=
1
0
8
m
2

8
.
0
m

A A’断面
A

吹付法枠工　A = 4 5 0 m 2
( 3 0 0 x 3 0 0 )

アンカー付吹付法枠工
( 4 0 0 x 4 0 0 )  A = 1 0 8 m 2

L = 5 0 m

SL=10.80

1 : 1 .0
吹
付
法
枠
工
A
= 4
5
0
m
2

H
=
2
4
.
0
m

1
6
.
0
m

アンカー工

L=8.0m

崩壊前地形

崩土

As

市道

① ②

A’

２３

至 阿波市役所 至 県道志度山川線 至 阿波市役所



新潟県

事 業 名

事 業 主 体

（24） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
海岸保全施設整備事業（石花地区海岸）

イシゲチクカイガン

平成24年4月3日から4日の強風に伴う越波により、佐渡市石花地区にお

いて家屋の全壊や床上浸水等の被害が発生した。今後の強風・越波に

よる再度の被害が発生しないよう 推進費を活用して緊急に離岸堤を整

新潟県佐渡市石花

４３０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２３７

サ ド シ イシゲ

よる再度の被害が発生しないよう、推進費を活用して緊急に離岸堤を整

備することにより越波を防止し、住民の安全を確保する。

内 容

位置図

新潟県佐渡市
石花地区海岸

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施工）

離岸堤工L=100m
推進費要求箇所L=200m

② ①

L=60m

整備イメージ写真

離岸堤

標準横断面図

凡 例
住家床上浸水
浸水範囲
全壊家屋

3.9m

① ②

２４

越波による家屋の全壊状況 越波による床上浸水被害家屋状況



新潟県

事 業 名

事 業 主 体

（25） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
海岸保全施設整備事業（北川内地区海岸）

キタカワチチクカイガン

平成24年4月3日から4日の強風に伴う越波により、佐渡市北川内地区に

おいて家屋の全壊や床上浸水等の被害が発生した。今後の強風・越波

による再度の被害が発生しないよう 推進費を活用して緊急に消波工及

新潟県佐渡市北川内

４１０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２２６

サ ド シ キタカワチ

による再度の被害が発生しないよう、推進費を活用して緊急に消波工及

び離岸堤を整備することにより越波を防止し、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施工）位置図

新潟県佐渡市
北川内地区海岸

離岸堤工L=100m

推進費要求箇所L=220m

標準横断面図

②

消波工L=120m

①L=110m

整備イメージ写真
離岸堤

凡 例
住家床上浸水
浸水範囲
全壊家屋

離岸堤

消波工

8 6m
110.0m

標準横断面図

離岸堤 8.6m
消波ブロック16t

消波ブロック16t

離岸堤

消波工

23.1m

4.9m

3.8m

① ②

２５

越波による床上浸水被害家屋状況 越波による家屋の全壊状況



新潟県

事 業 名

事 業 主 体

（26） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
海岸保全施設整備事業（小川地区海岸）

オガワチク カイガン

平成24年4月3日から4日の強風に伴う越波により、佐渡市小川地区にお

いて床上浸水等の被害が発生した。今後の強風・越波による再度の浸

水被害が発生しないよう 推進費を活用して緊急に護岸の嵩上げを実施

新潟県佐渡市小川

１２０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）６６

サ ド シ オガワ

水被害が発生しないよう、推進費を活用して緊急に護岸の嵩上げを実施

することにより越波を防止し、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施工）
位置図

新潟県佐渡市
小川地区海岸

推進費要求箇所L=300m

位置図

標準横断面図

凡 例
住家床上浸水
住家床下浸水
浸水範囲

①②
A

A’
浸水範囲

標準横断面図（A－A’）

6.7m

① ②

２６

越波による床上浸水被害家屋状況 越波による床上浸水被害家屋状況



新潟県

事 業 名

事 業 主 体

（27） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
海岸保全施設整備事業（柴町地区海岸）

シバマチチクカイガン

平成24年4月3日から4日の強風に伴う越波により、佐渡市柴町地区にお

いて浸水被害が発生した。今後の強風・越波による再度の浸水被害が

発生しないよう 推進費を活用して緊急に消波工を整備することにより越

新潟県佐渡市相川栄町

２５０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１３８

サ ド シ アイカワサカエマチ

発生しないよう、推進費を活用して緊急に消波工を整備することにより越

波を防止し、住民の安全を確保する。

内 容

位置図

新潟県佐渡市
柴町地区海岸

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

ｗ

推進費要求箇所L=250m

位置図

市
営
住
宅

大
間
港

凡 例
床上浸水
浸水範囲

②①

断面図

消波ﾌﾞﾛｯｸ

消波ﾌﾞﾛｯｸ
32.0t型

消波工腹付け

10.0m

3.7m

被災状況写真

①

被災状況写真

②

8.80

２７

被災状況写真

波浪による越波状況

被災状況写真

波浪による越波状況



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（28） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道42号東牟婁郡串本町～西牟婁郡すさみ町道路災害防除）

ヒガシムログンクシモトチョウニシムログンスサミチョウ

平成24年6月19日の台風4号の強風に伴う越波により、国道42号線にお

いて一時通行規制の被害が発生した。今後の越波による再度の通行規

制が発生しないよう 推進費を活用して緊急に波返し工等の対策を講じ

和歌山県東牟婁郡串本町西向地先～西牟婁郡すさみ町口和深地先

１６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１６０

ヒガシムログン クシモトチョウニシムカイチサキ ニシムログン スサミチョウ クチワブカ チサキ

制が発生しないよう、推進費を活用して緊急に波返し工等の対策を講じ

ることにより越波を防止し、交通の安全を確保する。

内 容

和歌山市

和歌山県

奈良県

三重県

大阪府位置図

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

要求箇所

三重県 赤 推進費要求箇所（当年度施行）

波返し工L=54m擁壁嵩上工L=165m
写真③

波返し工L=416m
写真①

写真②

標準断

写真①

波返し工
標準断面図

擁壁嵩上工

既設擁壁

H=100cm

L=56.5cm

L=56.5cm

写真②

越波の状況
写真③

２８

越波後の路面状況 越波後の路面状況



新潟県

事 業 名

事 業 主 体

（29） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
水産基盤整備事業（出雲崎漁港）

イズモザキギョコウ

平成24年2月1日の冬期風浪により出雲崎漁港の航路が漂砂により埋そ

くし、漁業活動に支障をきたした。埋そくした航路の浚渫については災害

復旧事業により対応するが 推進費を活用して緊急にサンドポケ トを

新潟県三島郡出雲崎町尼瀬地先

６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３０

サントウグン イズモザキマチ アマゼ

復旧事業により対応するが、推進費を活用して緊急にサンドポケットを

整備することにより、航路が埋そくすることを防止し、漁船航行の安全を

確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

位置図

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

A

平面図
出雲崎漁港出雲崎漁港

サンドポケット浚渫（水深-3.5m）
A=100m×70m

①

A

A’

航路

100m

70m

航路浚渫

90m

70m断面図

A=7,000m2(100m(L)×70m(W))
V=7,500m3

計画－3.5m
航路浚渫サンドポケット浚渫

70m断面図

① ①

２９

白波のたっている部分（赤線内）が埋そく部分



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（30） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（後志利別川水系後志利別川）

シリベシトシベツガワスイケイシリベシトシベツガワ

平成24年4月19日に発生した地すべりにより、後志利別川で河道の埋そ

く被害が発生した。今後の豪雨により浸水被害が発生する恐れがあるこ

とから 推進費を活用し緊急に河道掘削等を行うことにより 洪水時の河

北海道瀬棚郡今金町字住吉地先

１６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１２８

セタナグン イマカネチョウアザスミヨシチサキ

とから、推進費を活用し緊急に河道掘削等を行うことにより、洪水時の河

川水位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

被災前

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

後志利別川水系

暫定断面による対応

推進費による緊急的な対応

他事業で対応

Ａ

Ａ

A - A
他事業で対応

３０

暫定断面による対応後の状況① 暫定断面による対応後の状況②



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（31） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道452号三笠市三笠地区道路災害防除）

ミカサシ ミカサ

平成24年4月27日に融雪水による地下水位の増加に伴い、国道452号に

おいて地盤の変位が確認されたことから地すべりの危険性が高まった。

今後 豪雨等により地すべりが発生しな よう 推進費を活用し 緊急

北海道三笠市三笠国有林１７９林班

１９０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１９０

ミカサシ ミカサ コクユウリン リンハン

今後の豪雨等により地すべりが発生しないよう、推進費を活用して緊急

に抑止杭や集水井等の対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）札幌

要求箇所

孔内傾斜計 想定される地すべり

３１

当該箇所の地すべり観測状況

水位計

現在の状況



京都府

事 業 名

事 業 主 体

（32） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（主要地方道舞鶴野原港高浜線道路災害防除）

マイヅルノハラコウタカハマ

平成24年2月8日に融雪水に伴う道路法面崩壊が発生し、現在も路肩規
制を継続している。今後の豪雨により再度の法面崩壊が発生しないよう、
推進費を活用して緊急に吹付法枠工等の法面対策を講じることにより

京都府舞鶴市字大波下地内

７２

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）３６

マイヅルシ アザオオバシモチナイ

推進費を活用して緊急に吹付法枠工等の法面対策を講じることにより、
交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

2 .
5

平面図

舞鶴市街

舞 鶴 湾

202-1

202-1

キ

キ

10

15

20

25

5

9.
3

8.
6

2.
5

0.7

L0.6

U0.65

L0.6

U

OD1

（横断図の位置）
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